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繊維板の耐水性について
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繊維板はその成分が木材質から成り立っている以上吸水性は避けることが出来ません。
繊維板の日本工業規格（JIS，A－5903，及び A－5092）の硬質繊維板の 4 の 1、及び繊

維板の 4 の 2 には次のことが規定されて居ます。
即ち、硬質繊維板は次の表の規格に合格しなければならない。
含水率(％) 13％以下

吸湿率(％) 20％以下

又、繊維板は次の表に合格しなければならない。
含水率％ 吸湿率％

1 種 14％以下 20％以下

2 種 16％以下 30％以下

吸湿率測定に用いられる試片の大きさは、硬質繊維板では 3×3cm、繊維板では 5×5cm
で何れも 3 個以上の平均値を取ることになっています。
その測定方法は、試験片を 100～105℃の空気乾燥機に入れて重量が不変になったときに

夫々の重量を測り次に湿度約 97％、温度 40℃（±3℃）の容器に入れて 72 時間経過後に取
出して重量を測り次の式によって試験片毎に吸湿率を算出しこれらの平均値を以って吸湿
率とします。

吸湿率（%）＝　吸湿後の重量(gr)－吸湿前の重量（g）　×100
    吸湿前の重量（gr）

　　　　　　　　
以上が吸湿率の測定です。この外に吸湿率の測定が外国では規格かせれていますが我が

国では未だされていません。高度に耐水性を持つ様に処理された屋根板様の繊維板の生産
が考えられている現在では、吸水率の規格化は早急に望ましいものです。
湿式法による繊維板製造の場合は原料を一度粗いパルプの状態に解してあるので、乾式

法に比して、その製造工程中に、割と種々の化学処理を施して製品の性質を改善すること
が出来やすいのです。
繊維板の耐水性を増すには、結局、水と親和しない様にさえすれば良いのですから。



（1） 軽く吸水性を減少させる目的では、紙を造る場合と同じく、ビーター、又はポーチャ
　ー中で種々のサイジングをするか、或は成型後の製品に特別の化学的処理を施して繊
　維板自身の持つ構造を内的に変化させると良い。

（2） 例えば屋根瓦代用に用いる時の様に、さらに高度の耐水性を要求されるときは、成型
　　後の製品に油類を含浸、乾燥させるオイルテンバーの方法が考えられます。
　（1）の方法では、サイズ剤には、ロジン、パラフィン、ロジンパラフィンの混合物、合
　成樹脂類（クロマン樹脂、珪素樹脂）乳状ゴム類、アスファルト等がありますが外国
　では主としてパラフィン、及びパラフィンとロジンの混合物が用いられています。一
　方我国では値段の関係上ロジンが主となっている様です。
　当所鷲沢氏の行われたロジンサイズとパラフィンサイズによる吸湿率及び吸水率の変
　化は下表の通りです。使用したパルプは G.P で、圧締条件は 160℃、2.0kg/cm2です。
　　これで見ますと、耐水性の良いパラフィンサイズは必ずしも耐湿性は良くないとい
　う面白い結果が出ています。又サイジングするにも、唯、単に規格に合うだけで良い
　のかそれとも、繊維板を使用する地域的な気候の差による繊維板の平衡含水率以下に
　なる様に処理しなければならないかそれは今後の解決に俟たねばならぬ問題です。化
　学薬品による構造変化にはアセチレーション、メチレネーションがあります。これは
　処理する対象が非常に複雑な有機物なので大体のことしか判りません。私の行った予
　備実験では、メチレネーションの場合フォルムアルデヒド蒸気中で酸を触媒として、
　成型後の繊維板を 100℃10 分間処理したもの、吸湿率はロジンサイズ 2％を施したも
　のと同じでした。これらの処理は実験質的に面白いですが実際には行われ難いもので
　しょう。
　　オイルテンパーについては、その操作が殆ど物理的のもので、説明の要はないと思
　います。これらについてはいづれ項を改めて書いてみたいと考えています。　以上


